
令和 2年 8月25日
株式会社ハイテックシステムズ

■問1　基本情報　／　2. 貴事業所について教えてください → 以下の表についての抽出方法

(2) 介護保険による福

　　祉用具貸与件数と

　　委託先（レンタル

　　卸等）を使用した

　　貸与件数

①「その他」タブの「各種集計リスト作成」を起動してください。
・まずは対象年月を [ア] のように「平成30年 01月」
　と指定してください。

・次に、集計キーを [イ] のように指定してください。

・確認後、[ウ] の集計キーをクリックしてください。

　　　　　　　　　　　　件

　　　　　　　　　　　　件

　　　　　　　　　　　　件

　　　　　　　　　　　　件

　　　　　　　　　　　　件

　　　　　　　　　　　　件

①介護保険による

「福祉用具貸与価格の適正化に関する調査」～ 介護福祉事業支援システムからのデータ抽出

福祉用具貸与件数

②うち、委託先（レンタル卸

　等）を使用した貸与件数

平成30年 1月分

平成31年 1月分

令和 2年 1月分

ア

イ

ウ
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②以下の結果が表示されます。

・保険対象区分が「保険」の行が対象となります。貸与件数なので「明細件数」の列を合計した値が「①介護保険による福祉用具貸与件数」となります。

・仕入先コード = '0000000000' が自社在庫の識別となりますので、上記の件数から、その行の明細件数を除いた値が「②うち、委託先（レンタル卸　
　等）を使用した貸与件数」となります。

・前画面の対象年月を「平成31年01月」、「令和02年01月」に変えて、同様の結果から転記してください。

ここの値です
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■問6　モニタリング、メンテナンスの頻度　／　1.貸与件数について → 以下の表についての抽出方法

事業所において種目別に最も貸与件数が多い１商品（令和元年度分）について、平成３１年４月～令和２年

３月の実績について回答してください。

※延べ貸出月数：利用者別貸出月数の合計（利用者30人にそれぞれ4か月貸与 = 120月）

貸出月数は、１か月分の介護保険請求を行った場合のみを対象（１か月に満たないもは含めない）とする。

①弊社ホームページ／ＮＥＷＳより、ダウンロードしたフォルダの中にある「貸与件数.dqy」を実行してください。

※介護福祉事業支援システムがインストールされているパソコンでダウンロードを行い、デスクトップ等に保存してください。
　
※保存後のアイコンを右クリックして「プロパティ」を開き、「□許可する」を「☑許可する」としたうえで、「適用(A)」をクリック後、
　「OK」をクリックしてプロパティ画面を閉じてください。→ 警告メッセージが出ますが「はい」で応答願います。　村上

→ セキュリティの部分に何も表示がない場合は、そのまま実行してください。

②プロパティが変更できましたら、同アイコンをダブルクリックして実行してください。

※上記メッセージに対しては、「有効にする」をクリックしてください。
　次ページのエクセルが開きます。

１７１００３

１７１００７

１７１００９

１７１０１０

１７１００１

利用を終了した利

用者数（実人数）

TAISコード又は届出

コード
延べ貸出月数（※）

新規利用開始の利用

者数（実人数）
（サービスコード）

(1) 車いす

(2) 特殊寝台

(3) 手すり

(4) 歩行器

(5) 歩行補助つえ 　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　人 　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　人 　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　人 　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　月

　　　　　　　　　月

　　　　　　　　　月

　　　　　　　　　月

　　　　　　　　　月

　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　人
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②以下の表から調査表に転記してください。

　・最初に指定された期間（令和元年度分）のうち、種目別にもっとも貸与件数の多いTAISコードを抽出しています。

　・そのTAISコードより、平成31年4月から12ヵ月間のレセプト明細データを抽出し、各月の契約状態（新規＝新、継続＝継、終了＝終）と表現した
　　結果の件数を集計した表となります。

　・各行の全件数の合計が「延べ貸出月数」となります。ある利用者が１年間継続していた場合、12ヵ月という算出方法です。

　・各行の新規、終了の件数がそれぞれ「新規利用開始の利用者数（実人数）」と「利用を終了した利用者数（実人数）」となります。

以上
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